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【“今”を未来に繋げよう】 

 ≪予測困難で不確実、複雑で曖昧な時代≫ 

これからの時代は、よりＶＵＣＡな時代となるこ

とが予測されるといわれています。ＶＵＣＡとは、 

Ｖolatility：変動性 Ｕncertainty：不確実性 

Ｃomplexity：複雑性 Ａmbiguity：曖昧性   

の頭文字をとったものであり、より「予測困難で不

確実、複雑で曖昧な時代」になるということを意味

するものとして使われています。  

 

技術の発展などにより、私達を取り巻く変化のス

ピードや範囲が常に加速し将来何が起きるかを予測

することが難しくなってきています。また、様々な

物事が、単一の要因ではなく相互に絡み合っている

多数の要因によって生じるため、解決策を見つける

ことや明快な意思決定を行うことがこれまで以上に

難しくなっています。 

もちろん、どのような未来が訪れるかは様々な要

因によって変わってきますが、世界の情勢に目を向

けると、これからの将来を考えるうえで重要になっ

てくる要因を挙げることができます。例えば「技術

革新（ＡＩ・３Ｄプリンター・バイオテクノロジー

など）、グローバル化や多様性の増大、国際的な不平

等の拡大、人口動態の変化、環境変化、資源の枯

渇、生態系の不安定化、生物多様性の喪失、新しい

コミュニケーション形態の登場、大規模な価値観の

変化、規範の揺らぎ、紛争、貧困、人口移動、不均

衡な形での経済面・社会面・環境面での開発」など

が考えられます。 

さらに直面している要因として、新型コロナウイ

ルス・自然災害の増加・テロやサイバー犯罪の増加

などがあります。 

 

 

 

 

 

 

≪学習の基盤となる基礎的な学力が重要≫ 

左記のような未知の状況・時代にも的確に対応し

ていくためには、基盤となる教科の知識や、様々な

学問分野における思考パターンを身につけることが

重要になってきます。 

知識と思考力は切り離せるものではなく、両者は

相まって発達するものです。思考力さえあれば、知

識はつけなくても構わないということにはなりませ

ん。思考力・判断力が重要視されるからこそ、「知識

の価値」を見誤らないよう注意していきましょう。

「知識なくして思考なし」です。 

また、こうした中で、改めて重要になるのが、

様々な種類の知識をつなぎ合わせたり統合的に考え

ることができるようにしていくことです。知識をよ

り深く理解したり、より高いレベルの思考力を身に

つけていくためには、様々な状況や環境に対して知

識をどのように適用していくのかを試行錯誤してい

くことが重要になってきます。 

 

今後はＡＩの普及とその社会的な影響によって、

従来は必ずしも必要とされてこなかったＡＩに関す

る知識が、これからは「教科の知識」として誰もが

身につけるべき知識と位置づけられるようになり得

る可能性もあります。人間による一つ一つの判断が

完璧なものではないにしても、ＶＵＣＡな状況にお

いては人間のほうが、ＡＩに比べ、より柔軟に対応

していくことができると考えられています。 

 

≪主体性・当事者意識を持とう≫ 

ＶＵＣＡな時代においては、変わりゆく社会にど

う対応していくかという受動的な姿勢よりも、どの

ような社会を作り上げていくかという能動的な姿勢

がより一層重要になってきます。 

 そのためには、自分で目標を設定し、振り返り、

責任をもって行動する能力を身につけることが重要

になります。 



 

つまり将来自分たちが実現したい未来に対して、

自分自身で考えて目標を設定し、そのために必要な

変化を実現するために行動に移していくということ

です。そこには自分自身が属する社会に対して当事

者として責任を負うこと、また、そのことを自覚し

ていくことも大切です。このような姿勢を身につけ

るための場の一つとして、学校生活があると考えら

れます。このような姿勢は自分一人だけで育まれる

ものではなく、家族や仲間、教師やコミュニティな

ど、周囲との関係性の中で育まれていくものです。 

 

 

 

 

 

【新年度までにやっておきたいこと】 

①受験の最終目標である志望校を決める 

②受験までの学習目標とスケジュールを計画する  

③出題傾向を分析する  

④進捗状況を確認しながら計画を実行する  

⑤必要に応じて計画を軌道修正する  

 

①の志望校を決めることは、自分がこの先どこを

目指して歩んでいけば良いかの指針となります。 

②の学習目標とスケジュールを計画するために、

まずは志望校の入試制度や配点について、自分自身

で確認しましょう。志望校の状況や情報を正しく理

解することが大切です。  

③の出題傾向を分析することも大切です。ＨＰな

どを参考にして、自分の目で見て、自分自身で確か

めていきましょう。 

④の進捗状況を確認しながら計画を実行に移して

いくことも大切です。学習した量も大切ですが、自

分ができるようになった量を認識していくことで、

成長を実感できるはずです。記憶する時期、整理す

る時期、演習する時期という見通しを持ってみまし

ょう。 

⑤の計画は１週間周期で立ててみましょう。大雑

把すぎても、細かすぎても上手くいかない可能性が

高くなります。その都度、調整・修正を繰り返しな

がら、自分に合った計画を確立していきましょう。 

さて、ここからは今年度の前期日程受験の結果

を含めて話を進めていきたいと思います。 

本校における今年度 前期日程入試の合格率で

すがＣ判定からの合格率は 64.7％でした。これ

は、模擬試験におけるＢ判定相当の合格率（模試

Ｂ判定 60％以上 80％未満）となっています。 

つまり、本校におけるＣ判定はＢ判定相当の 

“ＣＨＡＮＣＥ判定”と言えそうです。またＤ判

定の合格率は 33.3％、Ｅ判定の合格率は、10.8％

となっています。この結果からもわかるように、

大切なことは最後の最後まで諦めないことです。 

模擬試験の判定の結果を見て、志望先を変更す

る人もいますが、判定は参考資料に過ぎません。

大切なことは、自分自身で進学したいと決めた大

学を諦めない精神力・決断力・行動力です。 

 

 

 

 

 

【2/17(木)学校推薦型選抜・総合型選抜 

合格者ガイダンスの感想】 

２０２３年度入試で学校推薦型選抜・総合型選抜の

受験を考えている生徒に対し、試験の方式や準備すべ

き書類などについて合格者（弘大医・東北大）から直

接説明を聞くことで、具体的に何をいつまでに、どの

水準まで取り組むべきかを知り、行動を起こすきっか

けとしました。    【自己管理能力】【自己実現力】 
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